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配列としてのテキストデータ



青空文庫

https://www.aozora.gr.jp/ 

https://www.aozora.gr.jp/


Project Gutenberg

https://www.gutenberg.org/ 

https://www.gutenberg.org/


https://www.aozora.gr.jp/cards/001235/card49866.html 

https://www.aozora.gr.jp/cards/001235/card49866.html




適当なフォルダに入れてVSCodeで開く



青空文庫は文字コードがShift-JISなので一度UTF-8に変換する



「エンコード付きで再度開く」を選択



Shift-JISを推測してくれるので選択



Shift-JISを推測してくれるので選択



開けた。今度はこれをUTF-8に変換して保存する









右下がUTF-8で、かつ文字化けがなければ正解



Shift-JISのファイルをHex Editorで開いたところ



UTF-8のファイルをHex Editorで開いたところ



補足：Word Wrapの切り替え



Javascriptでのテキスト操作



Javascriptでのテキスト操作

• ファイルの読み書き（fs）以外はブラウザ上のJavascriptでも使える


• Javascriptでの文字列リテラルは、ダブルクオート、シングルクオートの囲み
どちらでもOK


• 例えば、文字列中にダブルクオートが出てくる場合シングルで囲むのが便利

const src = "this is 'nested' text";



Javascriptでのテキスト操作

• 改行の文字を表したいときは\nを使う（エスケープ）


• バックスラッシュはエスケープに使われるので、バックスラッシュ自体を書
きたいときは\\とする


• または、バッククォートで囲むテンプレートリテラルを使うと、改行はその
まま表示してくれる。テンプレートリテラルは変数を${var}のようにすること
で、展開して一つのテキストとしてくれる

const t = 1000;

const src = `You can embed other data like ${t}.

Also, text can have break.

`;



JSでテキストファイル読み込み

//ファイル読み込みライブラリを使用

const fs = require("fs");

//ファイル名の指定（./はこのjsファイルと同階層にあることを明示）

const src = "./henshin.txt";

//ファイルを読み込み

const txt = fs.readFileSync(src);


同階層にload_text.jsとして保存して、node load_text.jsで実行



readFileSyncで読んだものをそのままコンソール表示すると、バイトの列になってしまう



JSでテキストファイル読み込み

//ファイル読み込みライブラリを使用

const fs = require("fs");

//ファイル名の指定（./はこのjsファイルと同階層にあることを明示）

const src = "./henshin.txt";

//ファイルを読み込み

const bytes = fs.readFileSync(src);

//バイト列から文字列に

const txt = bytes.toString();

console.log(txt);





配列としてのテキスト1

for (let i =0;i<100;i++) {

    console.log(txt[i])

}

Stringは配列のように[i]で先頭からi番目の1文字を取り出すことができる



配列としてのテキスト2

const arr = Array.from(txt);

console.log(arr);

より明示的に文字の配列として扱うこともできる



改行やスペースなども表示されている



文字列を並び替える
文字コード順でソート

配列なので並べ替えとかもできる。

readFileSyncと同じように、書き出しはwriteFileSyncでできる

//文字の配列にする

const arr = Array.from(txt);

//配列を文字コード順でソート

const sorted = arr.sort();

//ソートした配列を（区切り文字なしで）結合

const sorted_str = sorted.join("");

//ファイルに保存

fs.writeFileSync("henshin_sorted.txt",sorted_str);




ソートされたテキストたち



文字列を並び替える
反転

反転も同じようにできる

//文字の配列にする

const arr = Array.from(txt);

//配列を反転

const reversed = arr.reverse();

//反転した配列を（区切り文字なしで）結合

const reversed_str = reversed.join("");

//ファイルに保存

fs.writeFileSync("henshin_reversed.txt",reversed_str);





文字列をいじる
Unicodeのコードポイントをずらす

//文字の配列にする

const arr = Array.from(txt);

//配列の文字コードを1つ隣へずらす

const shifted = arr.map( c => String.fromCodePoint(c.codePointAt(0)+1));

//ソートした配列を（区切り文字なしで）結合

const shifted_str = shifted.join("");

//ファイルに保存

fs.writeFileSync("henshin_shifted.txt",shifted_str);

arr.map(f)を使うと、配列の各要素に関数fを適用することができる



arr.map(f)を使うと、配列の各要素に関数fを適用することができる

a[0]

a[1]

a[2]

f(a[0])

f(a[1])

f(a[2])

const b = a.map(f)

a b





文字列をいじる
Unicodeのコードポイントをずらす（応用）

//文字コードをずらす確率

let probability = 0.0;

const shifted = arr.map(c => {

    //配列の最初：0%-最後:100%になるように確率を変更していく

    probability += 1 / arr.length;

    //randomは0~1の乱数

    if (Math.random() < probability) {

        //配列の文字コードを1つ隣へずらす

        return String.fromCodePoint(c.codePointAt(0) + 1)

    }else{

        return c

    }

});

乱数でずらす確率を少しづつ上げていく



文字列をいじる
Unicodeのコードポイントをずらす（応用）

//文字コードをずらす確率

let probability = 0.0;

const shifted = arr.map(c => {

    //配列の最初：0%-最後:100%になるように確率を変更していく

    probability += 1 / arr.length;

    //randomは0~1の乱数

    if (Math.random() < probability) {

        //配列の文字コードを1つ隣へずらす

        return String.fromCodePoint(c.codePointAt(0) + 1)

    }else{

        return c

    }

});

乱数でずらす確率を少しづつ上げていく



後半になるほどズレていく



文字列をいじる
Unicodeのコードポイントをずらす（応用）

//文字コードをずらす確率と量

let probability = 0.0;

let amount = 0.0;

const shifted = arr.map(c => {

    //配列の最初：0%-最後:100%になるように確率を変更していく

    probability += 1 / arr.length;

    amount += 50/arr.length;

    //randomは0~1の乱数

    if (Math.random() < probability) {

        //配列の文字コードをamountだけ隣へずらす

        return String.fromCodePoint(c.codePointAt(0) + Math.floor(amount))

    }else{

        return c

    }

});

ずらす量も0からだんだん大きくしてみる





単語レベルでの操作



囲まれた部分を抜き出す
正規表現

const speeches = txt.match(/「([^「]+)」/g);

fs.writeFileSync("henshin_onlyspeech.txt",speeches.join("\n"));

• 正規表現（テキストの検索を網羅的に行うためのフォーマット）

• JSではスラッシュで囲む/regex/

• オプションを後ろにつけられる（gは最初の1回目のマッチだけでなくマッチした全てを返す）

英語なら半角スペース区切りで単語に分割できるが、日本語はそれができないので辞書を用いて分
割する必要がある。

これは自然言語処理（NLP）という領域に入ってきてライブラリなしでは難しいのでまた後日。





囲まれた部分を抜き出す
正規表現

/「([^「]+)」/

「という文字を含む 「以外の文字集合に続く の1文字以上の繰り返し 」という文字を含むに続き

この部分をグループ1とする



正規表現はVSCodeの検索(Cmd+F)

でも、.*ボタンを押すと検索できる



https://regexr.com/ 

https://regexr.com/


宿題

• RURの戯曲(カレル・チャペック作、大久保ゆう訳)  https://www.aozora.gr.jp/
cards/001236/card46345.html を題材にして、いずれか（または複数）の操作
をして新しいテキストを作ってください。


• 台詞を抜き出して役者ごとに並べる


• 疑問文のセリフだけを抜き出す


• ト書き（場面の記述）だけを抜き出す

https://www.aozora.gr.jp/cards/001236/card46345.html
https://www.aozora.gr.jp/cards/001236/card46345.html
https://www.aozora.gr.jp/cards/001236/card46345.html
https://www.aozora.gr.jp/cards/001236/card46345.html


コンピューターと具体詩



具体詩（Concrete Poetry）

https://www.youtube.com/watch?v=jeyznQLzhKM 

https://www.youtube.com/watch?v=jeyznQLzhKM
https://www.youtube.com/watch?v=jeyznQLzhKM


松井茂 純粋詩

http://purepoem.daa.jp/　

http://purepoem.daa.jp/


Nick Montfort “Concrete Perl”


